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国立遺伝学研究所 特任准教授募集要項 

 

国立遺伝学研究所（遺伝研）は、独創的な発想で独立した研究を行う特任准教授を公募します。生命

科学分野では、観測・計測データから新たな知見を見出し、新たな仮説をたて、それを実証するという

一連の研究サイクルを回すことが必要です。遺伝研では、この研究サイクルを加速化するべく統合研究

コアを新設し、この研究サイクルの高度化に資する独創性の高い研究を自らのアイディアで推進する特

任准教授を公募します。 

 

1  職名・募集人数：特任准教授 ２名 

2  採用予定時期：決定後できるだけ早い時期 

3  任期：5 年 

4  採用条件： 

 １：自身の発想に基づいて、独立して研究を進めることのできる若手研究者（令和 7 年 4 月 1 日時点

で博士の学位取得後 13 年以内の研究者であること。ただし、ライフイベントにより研究を中断

した期間のある者についてはその期間を差し引いて考慮する）。研究分野は問わない。 

２：自身の研究を進めるために必要な研究費をある程度自力で調達できる能力があること。 

３：遺伝研の教授 1 名（令和 7 年 4 月 1 日時点で定年退職まで 5 年以上あること）をメンターとして

指名し、事前に承認を得ておくこと。 

 

5  募集の背景： 

国立遺伝学研究所は、独立に活動していた３つの事業センター（生物遺伝資源センター、フェノタ

イプ研究推進センター、先端ゲノミクス推進センター）を統合し、令和 4 年度に ROIS・DS 施設内に

設置したバイオデータ研究拠点(BSI: BioData Science Initiative)と連携しつつ、我が国における生

命科学の複数分野にまたがった研究サイクルを加速化すべく統合研究コア(NIGiRC: Integrated 

Research Core)を新設し、研究者を公募することとなりました。 

 

6  職務内容： 

採用者は、遺伝研教授のメンタリングのもと、独立した研究をしていただきます。 

 

7  研究環境・サポート： 

採用者には、メンターとして指名した遺伝研教授の研究室スペースや設備に加えて新たに利用可能

な 19m2程度の部屋を利用して独立して研究を進めていただきます。加えて、遺伝研は大学共同利用

機関として充実した共通機器や研究基盤を有し、所内のリソースを最大限活用して研究ができるため、

スタートアップに際して機器を自前で全て揃える必要はありません。また、年間約 100 万円の基盤

研究費を支給します。 

 

8  給与等：情報・システム研究機構の規程による 



2 / 3 
 

9  社会保険：国家公務員共済組合、労災保険、雇用保険 

10 勤務時間：裁量労働制 

11 休日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、夏季休業 

 

12 応募締切：２０２５年 １０月１０日（金）正午【日本時間】必着 

 

13 提出書類： 

（１）履歴書（英文でも和文でも可。自由形式。年号は西暦。） 

（２）学術論文、総説、取得研究費などの目録（複数著者の場合はあなたの貢献を簡単に説明してくだ

さい。主要論文の番号に○印を付してください。研究費については代表者・分担者の情報も付与

ください。英文でも和文でも可。自由形式。） 

（３）現在までの研究の概要と将来の方向・希望（英文でも和文でも自由形式。A4 で 3 枚程度。必要

に応じて図を加えてください。） 

（４）本人について評価できる研究者（3 名以上）の氏名と連絡先。メンターを希望する遺伝研教授の

名前。 

（５）略歴書（ホームページに書式を掲載） 

（６）主要論文 PDF（3 本以内） 

 ＊応募に係る個人情報は個人情報保護法及び本機構規定に基づいて適切に管理し、選考及び採用の目

的以外には使用いたしません。 

 

14 提出方法： 

     提出書類(1)-(6)は、Ｅメールでお願いします。 

（a）メール題名(Subject:)を、「統合研究コア特任准教授応募」とし、メール本文にもその旨明記してく

ださい。 

（b）提出書類(1)-(4)の内容は改頁で区切り、一つのファイルにしてメール添付で送付ください。ファイ

ル形式は PDF でお願いします。 

     また、(5)の略歴書については、様式をホームページからダウンロードの上記入してください。 

（c）(6)の主要論文は、PDF ファイルをメール添付でご送付ください。また、www で閲覧可能なもの

に関しては http アドレスを含んだリストをメール本文に記入してください。 

  ＊メール着信後、２営業日以内に受信した旨返信いたします。  

 

遺伝研では、男女共同参画の精神にのっとり、女性研究者の積極的登用を行っています。本公募にお

いても、研究、教育、社会貢献等における能力・業績を総合的に判断し、同等と認められた場合には、

女性を積極的に採用します。 

 

 

遺伝研は、受動喫煙の防止など職員の安全で健康的な環境整備に努めています。 
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（屋内禁煙、屋外に喫煙場所設置） 

 

【提出・問い合わせ先等】 

   情報・システム研究機構国立遺伝学研究所人事委員会（人事・労務係） 

   E-mail：nigjinji@nig.ac.jp 

郵送：〒411-8540 静岡県三島市谷田 1111 番地 

   電話：０５５（９８１）６７１６（直通） Fax：０５５（９８１）６７１５ 

   ホームページ：https://www.nig.ac.jp/nig/ja/ 

    国立遺伝学研究所組織：https://www.nig.ac.jp/nig/ja/research/organization-top/laboratories 

 

15 審査 

（１）一次審査（書面審査） 

応募書類に基づき合否を判定します。 審査結果は 11月上旬までに本人宛に電子メールにて通知します。

11 月上旬までに連絡がない場合には、「14.問い合わせ先」まで連絡願います。 

（２）二次審査（面接審査）   

一次審査合格者を対象とし、面接審査を行います。これまでの研究内容及び遺伝研における研究計画を

説明いただき、引き続き質疑を行います。ヒアリングは 11-12 月に行う予定です。国内の研究者は原則

来所いただき（旅費支給あり）、海外在住の方は原則 zoom などで実施する予定です。 


